


　

朝
日
自
然
観
周
辺
の
雪
原
を

歩
い
て
散
策
す
る
「
春
の
雪
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」
が
３
月
３
日
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
24
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

一
行
は
午
前
９
時
に
ホ
テ
ル
自

然
観
を
出
発
後
、
約
40
分
を
か
け

て
エ
ア
ト
ッ
プ
ゲ
レ
ン
デ
の
頂
上

に
到
達
。
そ
こ
か
ら
か
ん
じ
き
や

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
つ
け
て
雪
原
に

入
り
、
朝
日
連
峰
が
一
望
で
き
る

「
サ
イ
ヅ
チ
峰
」
を
目
指
し
ま
し

た
。
距
離
に
し
て
約
３
キ
ロ
の
行

程
で
す
。
こ
の
日
は
雪
や
風
に
見

舞
わ
れ
る
あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
、
出
発
時
点
の
温
度
は

マ
イ
ナ
ス
１
℃
。
自
然
観
周
辺
は

前
日
か
ら
約
50
㎝
の
積
雪
が
あ

り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
雪
が
膝
上

ま
で
達
し
て
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
き
わ
大
変
だ
っ
た
の
は
、

雪
を
か
き
分
け
て
後
続
者
の
道
を

作
る
隊
の
先
頭
。
中
堅
の
山
岳
会

員
が
「
こ
れ
じ
ゃ
、
ま
る
で
真
冬

の
雪
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
膝
が
上

が
ら
な
く
な
り
ま
す
」
と
こ
ぼ
す

ほ
ど
で
、
同
会
会
員
や
若
手
の
参

加
者
が
交
代
で
務
め
ま
し
た
。

　

目
的
地
に
は
午
前
11
時
30
分
に

到
達
。
荒
天
に
よ
り
待
ち
望
ん
だ

景
色
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
の
、「
そ
れ
も
ま
た
自
然

の
醍
醐
味
で
し
ょ
。
天
気
に
は
勝

て
ま
せ
ん
か
ら
…
」
と
あ
る
参
加

者
。
神
奈
川
県
か
ら
の
参
加
者
は

「
雪
を
ま
と
っ
た
木
々
は
と
て
も

美
し
く
、
雪
山
は
空
気
の
透
明
感

が
た
ま
り
ま
せ
ん
。
朝
日
連
峰
の

絶
景
は
来
年
の
楽
し
み
に
と
っ
て

お
き
ま
す
」
と
来
年
の
再
挑
戦
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。
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サイヅチ峰を目指す雪山トレッキングのコース
は、雪が解けると草木が大量に繁茂し、人の行く
手を阻んでしまいます。ここは草木が雪に覆われ
た冬場から春先しか味わうことのできない「季節
限定」コースなのです。

天気に恵まれれば朝日連峰を一望できる
（平成 20 年３月のトレッキングの様子）

目的地到着を笑顔で喜び合う参加者。天候の
不満を口にする参加者はいなかった

足につけるのは、昔ながらの和かんじきや
スノーシュー。スノートレッキングの必需品

ブナやナラの林の中を歩く

白と黒の寒 し々い景色の中で、唯一春の息吹を感じ
されてくれたネコヤナギ

トレッキングの見どころの一つ、大雪渓。積雪量や
寒さにより、毎年スケールが異なる

 （←）コースは朝日・大江
両町の境界付近で、歩く
のは山の尾根部分。時折
吹きつける強風が乾いた
雪を巻き上げていた

▶サイヅチ峰の位置
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ツイッター、フェイスブック講習会

２
16 中部キッズクラブ

２
20

　中部地区の子どもたちを対象にした体験講座「中部キッ

ズクラブ」が 2 月16 日行われ、宮宿小の児童 15 人がＤ

ＮＡ( 遺伝子＝生物の設計図 )の科学実験を楽しみました。

　講師は県のサイエンスナビゲーターで、子どもたちはブ

ロッコリーやイチゴのほか、自分の口の中から DNA を取り

出す実験にも挑戦しました。紫キャベツを使った焼きそば

づくりでは、麺の色の変化を観察。紫キャベツを煮出した

スープと麺に含まれる成分が反応し、麺が鮮やかな緑色に

変わると、驚きの表情を浮かべていました。

　「地域に密着した駐在所活動を展開してい

る」として、北部地区区長会（遠藤貞悦会長）

から大谷駐在所の金田克範巡査部長に対し、

3 月 9 日、感謝状が贈呈されました。

　平成 19 年 3 月、大谷駐在所に赴任し

た金田巡査部長。以来、地域住民のインタ

ビューを交えた「駐在所だより」を 6 年間

毎月発行しているほか、地域・学校行事に

も積極的に参加。「駐在所だよりはとても親

しみの持てる内容で、住民の防犯意識を高

めている。また、日頃から地域に溶け込み

活動している姿は特に好印象」と遠藤会長。

2 月下旬に開かれた北部地区区長会で満場

一致の同意を得て表彰が決まりました。

　金田巡査部長は「長い駐在所勤務の中で、

地域の人たちから表彰されるのは初めて。

格別のうれしさを感じています。駐在所は

地域の皆さんの協力があってこそのもの。

今後も地域に親しまれる駐在所にしていき

たいです」と照れながら話していました。

３
３ 第７回「フットサル   de   交流会」

　西部公民館が主催する「フットサル　de

交流会」が３月３日、朝日町健康増進セン

ターで開催され、9 チーム 58 人が熱戦を

繰り広げました。

　塩ビパイプや農業用の防風ネットでゴー

ルを作ることから始めた大会も今年で７回

目。ここ数年は 20 代～ 30 代を中心に、

町内でもフットサル愛好者が増え、回を重

ねるごとに参加者が増えています。ある参

加者は「同世代がたくさん集まる大会。友

人と会うのも楽しみの一つです」と話して

いました。

【成績】

優勝：モンデミロＦＣ・Ｃ（鈴木拓郎監督）

2 位：ＦＣオニガシマズ（鈴木秀和監督）

3 位：ニクニアサヒ・Ｃ（菊地育心監督）

　インターネットを利用して、個人間のコミュニケーショ

ンを促進する「ソ―シャルメディアサービス（ＳＮＳ）」の

２強、「ツイッタ―」と「フェイスブック」を学ぶ講習会が

２月 20 日、創遊館で行われました。

　町観光協会が主催し会員など約 30 人が参加。講師は県

ＳＮＳ界の第一人者との呼び声も高い大宮孝治氏（広告代

理店「㈲スカンクワーク」代表取締役）が務め、「ＳＮＳ

は情報発信の入口にすぎない。ビジネス活用の場合、目的

とゴールの明確化が重要」と参加者によびかけていました。

　「Ａｓａｈｉ自然観スノーパーク ファイナルデー」の３月

10 日、今シーズンの最終日を盛り上げようと、桃色ウサ

ヒとともに、蔵王温泉スキー場の PR キャラクター「じゅっ

きー」が自然観を訪れ、来場者を楽しませました。

　じゅっきーは、「べにばな国体」のマスコットキャラクター

「たいきくん」の子どもという設定で、蔵王温泉商工会の

青年部が一昨年考案しました。今や山形では高い知名度を

誇る２体。今後も相乗効果をもたらすべく、いろいろな場

面で連携を進めていく予定です。

３
９

　一昨年発足した「モンテディオあさひ応援隊（遠藤政

則代表）」の今年初の活動として、３月 10 日、メンバー

約 20 人がアビスパ福岡戦をテレビ観戦しました。

　試合は山形が序盤に先制点を挙げるものの、その後連

続失点し逆転負け。シーズン初白星はお預けとなりました。

　同隊では今年もホームゲームの「朝日町応援デー」に、

町を発着地とする応援バスを用意する予定。遠藤代表は

「悲願のＪ１復帰をみんなで後押ししましょう」と話して

いました（詳細は後日お知らせ板等で周知予定）。

３
10 今年も始動！モンテあさひ応援隊

３
10 「たいきくん」の子「じゅっきー」が来訪

大谷駐在所
金田巡査部長に
感謝状

DNA の科学実験を楽しむメンバー約 20 人が試合をテレビ観戦

Asahi 自然観スノーパークファイナルデー SNS のビジネス活用術を学ぶ

９チーム 58 人が熱戦を繰り広げる

講演する大宮氏

地域に密着した駐在所活動を展開

金田巡査部長が毎月発行している
駐在所だより
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▼
最
終
選
考
合
格
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
前
日
に
あ
っ
た
学
校
の
ス

キ
ー
教
室
が
猛
吹
雪
で
、
当

日
は
と
て
も
疲
れ
て
い
ま
し

た
。
調
子
が
良
く
な
く
て
自

信
が
な
か
っ
た
の
で
、
う
れ
し

い
で
す
。

▼
応
募
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

学
校
の
先
生
に
す
す
め
ら

れ
て
…
。
興
味
は
あ
っ
た
け

ど
、
最
初
は
不
安
の
方
が
大

き
か
っ
た
か
な
。
ど
う
せ
無
理

だ
と
思
っ
て
ま
し
た
。

　

合
格
通
知
の
封
筒
は
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
開
け
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
「
え
ー
っ
！
」
と

び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

※
合
格
者
30
人
の
う
ち
、
３

年
生
は
２
人
だ
け
で
す
。

▼
４
月
か
ら
６
年
間
、
長
い

研
修
が
始
ま
り
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
で
き
る
の
は
楽
し
み
。
自
分

に
一
番
合
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

は
何
だ
ろ
う
っ
て
気
に
な
り
ま

す
。
将
来
、
そ
の
競
技
を
や
る

か
ど
う
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い

け
ど
…
。

　

あ
と
、
ほ
か
の
学
校
の
友

達
が
増
え
る
こ
と
も
楽
し
み
で

す
。
夏
休
み
や
春
休
み
に
は
２

～
３
泊
の
キ
ャ
ン
プ
も
あ
る
み

た
い
だ
し
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

▼
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
大

会
な
ん
て
言
わ
れ
て
も
。
今

は
全
然
想
像
が
つ
か
な
い
な
。

ぼ
く
に
ど
れ
く
ら
い
で
き
る

の
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

６
年
間
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
も
が
ん

ば
り
た
い
け
ど
、
今
は
ま
ず

柔
道
や
陸
上
、
ス
キ
ー
を
が

ん
ば
り
た
い
な
。
今
は
学
校

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
記
録
を
６

年
間
更
新
し
続
け
る
こ
と
が
一

番
の
目
標
。
学
校
の
体
育
館

に
あ
る
記
録
保
持
者
の
名
前

を
６
年
分
、
自
分
の
名
前
に

し
た
い
で
す
。

阿部 奨悟 くん（大谷小３年／大谷五）

町民初！「山形ドリームキッズ」に合格
オリンピックなど国際的スポーツ大会で
上位入賞できる選手をめざす

　

山
形
県
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た
国
際

的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
に
お
い
て
活
躍
す
る
選
手
の
育
成

を
目
的
と
し
た
「
県
ス
ポ
ー
ツ
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業
（
山

形
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
）」
を
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
は
小
学
３
・
４
年
生
で
、
毎
年
５
０
０
人

前
後
が
応
募
。
３
次
に
わ
た
る
ト
ラ
イ
ア
ル
（
審
査
会
）

を
経
て
、
30
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
下
旬
、
本
事
業
の
第
４
期
生
最
終
ト
ラ
イ

ア
ル
を
見
事
突
破
し
た
の
が
阿
部
奨
悟
く
ん(

大
谷
五
）。

柔
道
、
陸
上
、
ス
キ
ー
と
、
３
種
類
の
ス
ポ
少
に
所
属
す

る
小
学
３
年
生
で
、
通
学
す
る
大
谷
小
学
校
の
校
内
マ
ラ

ソ
ン
記
録
会
で
は
、
３
年
連
続
で
新
記
録
を
樹
立
中
。
能

力
の
高
さ
は
す
で
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
に
朝
日
町
の
子
ど
も
が
選
ば
れ
た
の

は
今
回
が
初
め
て
で
、今
後
は
中
学
３
年
ま
で
の
６
年
間
、

毎
月
１
回
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
。
様
々
な
競
技
を
体

験
し
つ
つ
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指
導
者
と
と
も
に
、

能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
競
技
を
探
し
ま
す
。

　専門家からの指導を受け、より適正の

高い競技を探すドリームキッズ。しかし、

こうした競技に将来取り組むかどうかは、

あくまで本人や保護者の意向次第です。

　１期生の中には、もともと剣道をして

いたものの、フェンシングの高い能力が

見出され、将来のメダリストを育てるＪ

ＯＣ（日本オリンピック委員会）の「エリー

トアカデミー」に選ばれた選手も。昨年

春からＪＯＣの施設に生活拠点を移し、

東京の中学校に通いながら五輪を目指し

ています。

　今年度のトライアルの内容は次の通

り。462 人が挑戦しました。

≪１次≫…握力、反復横とび、立ち幅跳

びなど５種目。≪２次≫…50 ｍ走、垂直

跳び、ＴＲテストなど４種目。≪３次≫

…10 ｍ走、障害走、往復走など５種目。

適正の高い競技を見出し、
世界で活躍できるスポーツ
選手を育成

広
報
委
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
　

私
的
あ
さ
ひ
ま
ち
生
活

町
広
報
委
員
が
仕
事
や
趣
味
、
家
庭
な
ど
を
通
じ
て
垣
間

見
え
る
朝
日
町
の
姿
や
日
常
の
思
い
を
自
由
に
綴
り
ま
す

　

ス
キ
ー
か
ら
の
帰
り
の
車
の
中
で
、

「
春
夏
秋
冬
の
中
で
ど
の
季
節
が
好

き
」
の
話
を
し
て
い
た
長
男
と
次
男
。

ふ
と
、「
マ
マ
は
ど
の
季
節
が
好
き
？
」

と
私
に
振
っ
て
き
た
。
春
が
好
き
だ

と
答
え
た
私
に
、
二
人
揃
っ
て
「
オ

レ
た
ち
は
夏
が
好
き
！
だ
っ
て
カ
ブ

ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
が
い
る
し
、
プ
ー

ル
に
も
入
れ
る
し
、
ス
イ
カ
や
メ
ロ
ン

と
か
お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
。」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
他
の
季
節
は
嫌
い
な

の
？
」
と
聞
い
た
私
に
、
息
子
た
ち

は
「
嫌
い
じ
ゃ
な
い
よ
！
春
は
花
が

た
く
さ
ん
咲
い
て
き
れ
い
だ
し
、
暖

か
く
な
る
し
、
秋
は
ち
ょ
っ
と
さ
み

し
い
け
ど
、
ト
ン
ボ
や
栗
と
か
が
あ

る
し
、
冬
は
ス
キ
ー
が
で
き
る
し
、

雪
遊
び
が
で
き
る
」
―
―
。
な
ん
と

も
子
ど
も
ら
し
い
答
え
…
。

　

四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
朝
日

町
で
の
生
活
の
中
で
、
だ
れ
が
教
え

る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
五
感
で

四
季
を
感
じ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
。
都

会
の
、
物
や
情
報
の
あ
ふ
れ
る
便
利
な

場
所
で
の
生
活
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で

き
な
い
自
然
の
恵
み
を
心
と
体
い
っ
ぱ

い
に
感
じ
て
私
た
ち
も
生
活
し
て
い
る

の
だ
と
、
子
ど
も
を
通
し
て
改
め
て
感

じ
た
。
子
育
て
真
っ
只
中
の
私
は
、
子

ど
も
を
通
し
て
朝
日
町
を
見
つ
め
る
こ

と
が
多
い
が
、
子
ど
も
を
通
し
て
教
え

ら
れ
る
朝
日
町
の
良
さ
も
多
い
。

　

も
う
そ
こ
ま
で
、
花
が
咲
き
誇
る
春

が
や
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い

季
節
を
親
子
で
感
じ
て
い
き
た
い
。

（
ク
ロ
ー
バ
ー
）

親
子
で
感
じ
る
四
季

「
ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン
　
新
島  

八
重
」

鈴
木  

由
紀
子
　
著

　

戦
う
女
武
士
か
ら
同
志
社
の
母
へ
―
。

「
幕
末
ジ
ャ
ン
ヌ･

ダ
ル
ク
」
と
讃
え
ら
れ
、

会
津
魂
と
合
理
精
神
が
融
合
し
た
先
駆
的

な
生
き
方
を
し
た
新
島
八
重
。
意
志
と
行

動
力
で
時
代
を
拓
い
た
彼
女
の
生
涯
を
描

く
。
著
者
は
米
沢
市
在
住
。

「
ね
む
り
ひ
め
」        

荒
井  

良
二
　
著

　
グ
リ
ム
童
話
の
不
朽
の
名
作
「
ね
む
り

ひ
め
」
を
、
絵
本
作
家
・
荒
井
良
二
が
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
豊
か
な
絵
と
文
章
で
描

く
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
楽
し

め
る
、
夢
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
満
ち
た
物

語
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
純
と
愛
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
出
典
絵
本
。
著
者
は
山
形

市
出
身
。

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

広報あさひまち  ３月号 16広報あさひまち  ３月号17



♥

　江戸時代から今日まで、大切に守り継

がれてきたおひなさま。町内にある、時代

を超えてなお存在感のある享保雛、古今

雛などをご覧ください。あわせて池坊朝

日町研究会社中展「ミニいけばな池坊展」

も４日間開催。時代雛に彩を添えます。

▶期　日

　・朝日町ひなかざり展

　　３月 14 日（木）～３月 25 日（月）

　・ミニいけばな池坊展

　　３月 22 日（金）～３月 25 日（月）
▶時　間　午前９時～午後５時　
▶場　所　あさひ旅のココロ館

　　　　　（大丸屋さん向かい）
▶入場料　無料
▶主　催　朝日町観光協会

　　　　　池坊朝日町教授者研究会
▶問合先　町観光協会（☎ 67-2134）

「
朝
日
町
の
ひ
な
か
ざ
り
展
」

池
坊
朝
日
町
研
究
会
社
中
展

「
ミ
ニ
い
け
ば
な
池
坊
展
」

希
望
の
光
、
明
日
へ
の
勇
気

　

「
ま
ま
へ　

い
き
て
る
と
い
い
ね

お
げ
ん
き
で
す
か
」

　

覚
え
た
ば
か
り
の
大
き
な
文
字
で

ノ
ー
ト
一
杯
に
書
い
た
お
母
さ
ん
へ

の
手
紙
。
鉛
筆
を
握
り
し
め
た
幼
い

両
手
を
枕
に
何
を
夢
見
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
ま
だ
四
歳
の
幼
い
寝
顔
が
殊

更
、
見
る
者
の
胸
を
締
め
付
け
る
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
、

読
売
新
聞
朝
刊
第
一
面
に
写
し
出
さ

れ
た
一
枚
の
写
真
。
三
月
十
一
日
地
震

直
後
、
保
育
園
に
迎
え
に
来
た
母
と

一
緒
に
自
宅
に
戻
り
、
ほ
っ
と
し
た
の

も
つ
か
の
間
、
一
瞬
に
し
て
両
親
、
そ

し
て
二
歳
の
妹
を
巨
大
津
波
が
連
れ

去
っ
て
し
ま
っ
た
。
背
に
し
た
通
園

リ
ュ
ッ
ク
が
漁
の
網
に
引
っ
掛
か
り
、

女
の
子
一
人
だ
け
が
助
か
っ
た
。
来

る
日
も
来
る
日
も
父
の
携
帯
を
握
り

し
め
、
大
好
き
な
父
、
母
、
妹
を
連

れ
去
っ
た
、
春
ま
だ
来
な
い
冷
た
い

海
を
見
つ
め
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ

の
子
が
こ
ん
な
運
命
に
遭
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
先
こ
の
深

い
悲
し
み
と
ど
う
向
き
合
っ
て
生
き

て
い
け
と
言
う
の
だ
ろ
う
。「
な
ん
と

か
し
て
あ
げ
た
い
」「
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
」
こ
の
記
事

を
見
た
多
く
の
人
々
は
、
き
っ
と
そ

う
思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

あ
れ
か
ら
二
年
。
遅
々
と
し
て
進

ま
ぬ
復
興
。
そ
れ
で
も
数
え
切
れ
な

い
程
の
多
く
の
人
々
の
思
い
と
支
援

が
、
ど
れ
ほ
ど
被
災
地
の
人
々
の
心

の
支
え
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
時
だ
け
が
無
情
に
流
れ
て
い

く
。
そ
ん
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

本
当
に
人
は
他
人
の
悲
し
み
を
自
分

の
悲
し
み
と
し
て
思
い
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

四
歳
の
少
女
は
六
歳
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な

ん
だ
ろ
う
。
希
望
の
光
、
明
日
へ
の

勇
気
と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
問
い
直
し
て
い
る
今
日
で
す
。

町長歳時記

（84）

平
成
二
十
三
年

　
　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

「
東
日
本
大
震
災
」

　区　名 　　　出生児氏名 　　性別　保護者名　

２月１日～２月28日届出

（※外国人を含む）

すこやかに

区　名　　　　　死亡者氏名　　　世帯主名

白　倉　　　清　水　とく子　　昭三郎
大　町　　　村　山　孝　二　　辰　雄
大谷四　　　鈴　木　　　米　　　清　
下芦沢　　　岡　崎　トヨエ　　兼　一
ふれあい荘　　　鈴　木　伊佐子　　本　人
西船渡　　　佐　竹　總一郎　　文　子
大　町　　　鈴　木　和　子　　　徹　
八ツ沼　　　尾　形　俊　昭　　秀　秋
長　沼　　　阿　部　か　つ　　　茂　
常　盤　　　佐　竹　政　一　　恒　代
高　田　　　長　岡　新　三　　昌　之

やすらかに

人口と世帯数

大谷四　　白　田　愛
あ

　望
のん

　女　慎二・亜由美

大　町　　長　岡　凛
り

乃
の

亜
あ

　女　暢一・富子

送　橋　　海　野　友
ゆ

紀
き

子
こ

　女　裕喜・恭子

大　町　　阿　部　結
ゆ

希
き

乃
の

　女　勝彦・美代子

大　隅　　鈴　木　麻
ま

　生
お

　女　祥宏・良子

●平成２５年　２月２８日現在
　人　口　７，８１６ 人 (－　１)
　　　男　３，８４１ 人 (－　５)
　　　女　３，９７５ 人 (＋　４)
　世帯数　２，４８０世帯  (＋　１)

(　　)内 前月比
--------　２月中の異動　--------

出　生　　５人　転　入　１３人
死　亡　１２人　転　出　　７人

戸籍のまど

おしあわせに

白　田　　　透
（西　町）

白　田　彩　香
（寒河江市）

齋　藤　佑　輔
（杉　山）

Births

Marriages

Obituaries

Population

掲載を希望しない方は

届け出の際にお申し付けください

♥

▶期　間　　３月 22 日（金）～４月７日（日）

▶場　所　　創遊館ロビー

▶問合先　　教育文化課（☎６７－２１１８）

　宮宿小学校では３年生 31 人が総合の授

業で一年間、町のりんごについて学びまし

た。２月下旬にはその成果を８枚のＰＲポス

ターとしてまとめ、互いに発表しています。

　このたび、ポスターを下記の通り展示し

ます。ぜひご覧ください。

▼
宮
宿
小
３
年
生
が
り
ん
ご
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
製
作

工　藤　里　美
（河北町）

　「和合小松菜組合（菅井正治代表／ 4 人）」では一昨年

から小松菜を通年でハウス栽培しています。播種から収穫

までの期間は春～秋が約 30 日、冬場が約 60 ～ 70 日。24

年度は年間９回転できたそうで

す。ハウスは冬場でも加温いら

ずで、暖房コストがかかりませ

ん。年間を通じて収入を得られ

ることも魅力です。

　おひたしや炒め物など、手軽

な調理で重宝される小松菜。ま

さに「育ててよし　調理してよ

し　食べてよし」の存在です。

　表紙の写真

無加温で通年栽培の小松菜
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特集記事が
社会科副読本に

　

昨
年
の
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

選
し
た
広
報
あ
さ
ひ
ま
ち
２
０
１
１
年

６
月
号
、
そ
し
て
同
年
５
月
号
の
特
集

記
事
が
、
町
内
小
学
生
向
け
の
社
会
科

副
読
本
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
内
容
は
町
に
届
く
水
と
電
気
で
、

水
源
地
や
発
電
所
か
ら
各
家
庭
に
届

く
ま
で
の
道
筋
を
ひ
も
解
い
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
２
年
前
の
大
震
災
で
苦
労
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。 

　

今
年
４
月
の
改
訂
に
合
わ
せ
、
昨
年

夏
ご
ろ
に
記
事
と
写
真
を
提
供
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
原
稿
を
先
日
初
め

て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

見
覚
え
の
あ
る
写
真
や
文
章
が
た
く
さ

ん
。
ま
さ
に
担
当
冥
利
に
尽
き
る
思
い

で
し
た
。
数
年
後
、
自
分
の
子
ど
も
た

ち
が
そ
の
教
科
書
を
手
に
取
る
と
き
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
自
慢
で
き
ま
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
体
験
で
き
る
仕
事
は

な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
本
当
に

幸
せ
者
と
思
い
ま
し
た
。

佐
久
間　

淳

「すてきなくじゃく」

若月  保
ほ

歩
ほ

  さん
（西五百川小 1 年）

「いろんなところが見え
るよ、のぼってきてよ」

阿部  凌
りょうた

太  くん
（西五百川小３年）

「きれいなみどりで
楽しいな」

鈴木  瑞
みず

菜
な

  さん
（西五百川小３年）

「のぼりづなに、のぼった」

  大沼  優
ゆう

奈
な

  さん
（宮宿小３年）

「だちょうとなかよし」

鈴木  聖
まさ

人
と

  くん
（宮宿小 1 年）

「明るいスイミーの海」

 阿部　司
つかさ

  くん
（西五百川小２年）

「だちょうにえさを
やっているところ」

長岡　聖
しょう

  くん
（宮宿小２年）

第54 回  こども県展  入選作品

※高学年の作品は次号で紹介します
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